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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:21kD;Observed MW:21kD

HRAS

HRAS,HRAS1,GTPase,H-Ras-1,Ha-Ras, Transforming protein p21, ,c-H-ras, p21ras, Cleaved
into: GTPase HRas N-terminally processed,Cleaved into: GTPase Hras,GTPase Hras,HRAS 1,
3265.0
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FIcF, BhdT74A4Y 74— L%ED— RTBEHOGELEARIRESN TV S, [RefSeq 12, 2008 F7 B]
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、膜。この遺伝子はRasがん遺伝子ファミリーに属し、そのメンバーは哺乳類肉腫レトロウイルスの形質転換遺伝子と関連しています。これらの遺伝子によってコードされる産物は、シグナル伝達経路で機能します。これらのタンパク質はGTPおよびGDPと結合することができ、固有のGTPase活性を有しています。このタンパク質は、脱パルミトイル化と再パルミトイル化を継続的に繰り返し、細胞膜とゴルジ体間の迅速な交換を制御しています。この遺伝子の変異は、出生前期の成長亢進、出生後期の成長不全、腫瘍形成の素因、認知障害、皮膚および筋骨格の異常、特徴的な顔貌、心血管系の異常を特徴とするコステロ症候群を引き起こします。この遺伝子の欠陥は、膀胱がん、濾胞性甲状腺がん、口腔扁平上皮がんなど、様々ながんに関与しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写変異体が同定されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	PC-12細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンをHRASウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

